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Ferrc-agneticls-ingmode,(S尋 の場合には,/ れ状態和の零点は,複
素磁場平面 (正確 には fugacityplane)で, 単位 円周上にある 廿とい う
Lee-Yang の定理 1)がな り立ち, -tの性質を利 用す ると,一つの充分条件 と
∫
して,零点分布関係の型が 与 えられ, これか ら, 自発磁化,比熱,帯磁率等
の critical indexの間の繭係が, scalinglaw2)の結果 と同じ型に与え
られる｡ 5 4)
我 々は, Heisenbergmode)の ような量子系につい ても同線 の定理がな り
立ち, critica-index の閲の鵬 は,同様に準立す るであろ う帥 う予静
の下に, 出来 る限 り多 くの独isenberg 格子rT?.～.､て,その 印ergyeigerー
value従 って,状態和を求め,零点分布を調べ てい る?一計算を容易にす るた
めに, 対称性の長い格子 (5×5, 2×2x2)につい て,群論を応用 して,
eigenfunctionを分数 し, secular'equation を既約表現(.Ireduce す る0
2×2×2の場合には,既に一応の計算はある現 結果か inc｡nsistent な･
ので, もっと一般 に, anisotropi まで含めて, Isingmodelか ら,托isenberg
modelに移行す る様子を調べ得るよ うなモデルで,計算 してい る｡
有限格子のス ピンの数が N-2-4までは格子の型に よらず, dαnjectt∬d
theorem ･,か成立している60) N- 6の場合には, ." 9.格子 について,･
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